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マナーあっての楽しさ

J1tl-ioJ'~ ルールエチケ y ト委員長 石原敬士

ゴルフ一一この不思議な魅力あるゲームを知ってから、早いものでもう21年の歳月

が流れた。

考えれば私は、たいへん恵まれたスタートをしたと思う。まだ17歳の時、私は先年

亡くなられた T氏に 「いとはん会J という集まりに連れてゆかれた。 r~、とはん会J

というのは、当H寺、銀座で一流の析の経営者がつくっていた会で、メンバーはいずれ

も鋒々たるオヤジさん述Eわである。

右を向いても左を見ても、遊びにかけては何も彼も知リつくした、いわゆる「うる

さしづ人たちばかりであったが、その中て¥ 若憎の私は、若いというだけで可愛がら

れ、手とり 足とりの親切の洪水で、息がつまりそうだった記憶がある。

ゴルフのマナーも、このオヤジさん連中にたたきこまれたのだった。 ティ ーグラウ

ンドでの「待ち方Jを手はじめとして、待っている時のクラブの持ち方から、フェア

ウェイの歩きhに至るまで、明治生まれの人たちの厳しいマナーの数々を惜しみなく

注5こまれたものであった。

この大先輩たちに教えられたマナー、エチケッ トが、私の今日までのゴルフをどれ

ほど楽しい魅力あるものにしてくれたことか。言葉につくせなし、ほどの感謝と感慨で

ある。

いうまでもなく、 ゴルフとはマナー、 エチケッ ト を J!1!~t見しては楽しさの半減するゲ

ームである。 マナーの低下をl嘆く声がrzまりつつあるいま、ルールエチケット委員会
の役;!日lは誠に重大といわざるをえず、ひしひしと責任を感じているH乍今である。

(~任者は 、 1::1光 l~fJ山に山祁深い jJ I 不利lネ 1: ・ 'l~f司 )
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キャディ労組の解散について

常鹿議カヲLリず匂福島 充

当倶楽部創立まもないころに結成され、存続してまいりました労働組合がこのたび解散さ

れましたことを謹んでご報告巾し上げます。

当労働組合は結成当初、キャテ1、コース管理部従業員など約150名を数える組織であり

ましたが、漸次、組合貝数は減少し、こ、数年JlIJは41?iを残すのみとなっておりました。

会社といたしましては、労組の存夜そのものを背定するものではありませんが、会員制倶

楽部の中にあって会員の皆様にご迷惑を及ばし、巡営にマイナスとなることのないよう、会

社将来の健全発展の基礎確立のため、残った組合員と膝をまじえた精力的な話し合いを続け

てまいりました。

その結果、会社の考え方、また会員制ゴルフ倶楽部のあり方について組合貝の理解が深ま

り、最終的に 55年 10月21日をもって労組側より自発的に解散届けが提出されましたので、

これを受理いたしました。

この問、一時はストライキなども行なわれて会員の皆様に多大なご迷惑をおかけいたしま

した。あらためまして深くお詫ぴを申し上げますと共に、これまでのご理解、ご支援に対し、

心より厚〈御礼を申し上げる次第でございます。

現在、ハウスキャディ 100名は、すべて11名の班長(キャディ)のもとに組織され、全員、

何のこだわりもなく、生気に満ちてサービス向上に努めています。また、班長会を過して、

会社および各部署との意思疏通も円滑に行なわれております。

今後は、よりいっそう会員の皆様に頼られ、愛されるキャディとなるべく、会社もキャディ

自身も努力してまいりますので何卒倍旧のご指導を賜わりますよう、ひとえにお願い申し上

げます。
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〔m年度競技日程決まる t 
~る 10 )J 17 11に聞かれた般投委H会にわ・いて、

1I({f1156 :ド J!tの似楽 ì~l)公式競技lIf'，\および実施嬰刷 、

競技tJJ.l!IJが決定されました。

以 Fに、-1~:ドと変わったl.(を概必しましたが、ぶ

しくは、 l ，iJHの鋭校 IINi<および本，，~'，5 -6ページ

の賊校tJJ.l!IJ をご・“えくださるようお原'ñ~ 、 q i_l '，げます。

圃 倶楽部選手権の参加資絡がハンディキャップ12

までとなりましたの ( II({引1551H!tは10まで)

圏 II({利5511とj文は、)J fylJf不を A，B， C ~千 クラスそれ

ぞれ別の 11にfJ'なって必リましたが、56iド伎は、

B，CクラスについてはI，;Jじ11にfrらうことになり
ました。

ごI{UIIのj凶リ、ニ、絵$1二求、勺1!日日1，公式競技に

J川、ては「・"，W当日i'nlノ、ンディキャップjとrJGAハ
ンディキャッフlをとらにイf'i:hとしてまいりました。

しかしながら、 J占小:(I(Jに t'Hおの y~ なるハンディキャッ

プのfjf川lよ公JEを欠くのではないかとのごむ;見が"

ιつため、よる 10)J1911 IlfJfHiのハンディキャソプ委
H会において'!iF，.Nされました結決、昭和 56~手 1 月よ

り、当倶楽部公式競技においては、 fJGAハンディ

キャップJの適用をせず、「当倶楽部ハンディキャッ
プjのみを有効とする ことになりましたので、例午

ご了 I~ ドさいますようお願いIj l 1'，げます。

なお 、 この決定lニ f'i'い、吋 fjL活~ìiI;ノ、ンディキャップ

ボI[i1!}'のIJは、 56iド1) Jからの勺似-朱tm公式競技に
参加することができませんので、お早めにご取得下

さるよう.t;~fiいいたします。(取得についてのおmJ

fTせはキャデイマスター主へどうぞ)
なお、 JGAハンディキャ yプI[.d!;'ご，nj却の}Jにっ

さましては、引f北きキャデイマスタ一本にて交{・lし、

たしてお 1)ますので、お会t悦にお11111¥ください。

F土・日・祭日のご予約を可E
L1カ月前から受付けますo，
これまで、 1'，・11・祭 11プレーのご子約l止、 1711

tiiiよリ受付・けいたしておりましたが、どうしても交

付IlfJ好ill"'，11にお"1込みが!t'!'いたしますため、 w
Hに大変ご迷惑をおかけしてまいりました。

ニの日ff..'，'，':を解消するため、昭和何年 1月プレ一分

より、土・日・祭日のご予約受付を 1:カ月前(前月

の同日)よ り開始いたすことになりましたので、 M

乍ご了点くださいますようお!~fi ~、1j 1 _1".げます。

〈例 〉

(プレー U) (子約':1十J'I)fJ始 11) 

1 月 17日 (土)一一一--12月 17日

1 月 18日(日)一一一--12月 18日

なお、 )JfylH.f (その他予選のない競技)につきま

しては、従~~j凶り、 Jjíj}J の 1 11より交付け、また子

i立のある競技につきましては 2ヶ)J Jjijより'立:(，J'けい

たします。

(子約':1(十についてのぷ紺lは 4ページの・覧.&をご

参!f{1くたさ L、。)

【 年末・年始の営業について t 
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J;身体にi汁むされ、どうぞよいお11'-をお迎えください。

(MMに川の聞には{以来)";11カレパ

ダーを.i.!t足いたします。 /
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当 {jL楽部てがは 、 r，名〆う;~ム4 ともに「メンノ〈一コ一ス j に

Jふ、さわしいi官似J只1
コ一スおよぴクラブハウスの改F符4、さそャデ4数Tfの
l!toほその他に鋭芯:努力してまいリましたが、加えて
今秋からは、1H楽古11の品{立を打lねる大きな似|苅であ

った「こiょ.I:lのi弘主!IUを緩和lするため、 二仁川111・IIIIM・
然LIの予約ワクを完全に限定し 、入場-r.数をiIllll以さ

せていただいております。

土 .I:J .然 Hにゆったりとプレーしていただくこ

とが、メンノ〈ーコースの使命であり 、1Hfirmの品{立

をi!':jめる故大の袈，tであるという認殺のもとに、こ

れまで、ともすれば「入れすぎるJといわれた!泥沼
カントリー似楽部のイメージをここで一挙に払拭す

べ〈 、illi営の舵を大きく転換いたした次第でござい
ます。

しかしながら 、いかに予約ワクを制限いたしまし

ても、当日ご予約なく絞数で(たとえば4.7'，で)お

みえになった方が入ってしまいますと、その分組数

が附え、いぜんとして混雑が解消されないことにな

ります。

つきましては、 土・日・祭日の場合 、ご予約なく

絞数でおみえ下さった方には、誠に恐れ入りますが、

キャンセルの組が出るまでお待ち下さいますようお

願い申上げますの

また、.mねて恐縮でございますが、};一、 キャン

セルのなかった場合は、プレーを断念していただく

ことになりますので、何キ趣行ご血解の上、ご了承

下さいますようお膨j~ 、 111上げます。

なお、土 .EI・祭日の場令は、ほ とんど制限ワクい

っぱいにご予約が入っており、またiT(j[j:はキャンセ

ルもたいへん少なくなっておりますので、今後はス

タート をご予約の上、ご来場下さいますよう 、あわ

せてお願いいたします。

(lIf'lfU 56i[o 1月プレ一分より、土 .LI • t~ 円の予約

受付IJ}J始が r1ヶ月IJIjから」となりますので、お氾
話でのご予約も容易になりますj

( 平日ビジター優待券をこ制用くださL、】l
56年12月281:lまでイ[郊jの平日ビジター優待券を同

封L、た しましたので、ご活用ください。

なお、平日ビジター優待券は、会貝の符憾にのみ

お送りいたしております。会只の特隊からのご紹介

者以外の方はご利用できませんのでごT*ください。

τ ブーレーのご案内 】|

<諸料金> 1If{利1551ド12J]111 JJl_イ1:

ノン，1':'-71 2001'1 ぬ，.;J:，.~ f.品'IY 1. 400 1'1 

ビジター71 -ド115.0001'1 キャディ・71 lH 1.6001'1 

I:ftb' 8.0001'1 口 yカ-71 }医科

11 名守1110.0001'1 ゴル才保険料 301'1 

fll 111 悦 1.0001'1 愛の JI司令 101'1 

<スタート予約>561F 1 JIプレ一分よリ

プレ-81，'11 .::l; H 1崎川 交 H'，正，;li 受付I~I始 11

I'II(!I-全)
ゴル71持fi';tン7 0289(75) 3824 

2ヶIllFjよリ
Jlui:'サービスセンター 03 (563) 1891 

1: . 11 . t，モ11
ゴル71品

0289(75) 3824 1ヶllliilよリ
H'~センター I liill 1のHIIより)

<倶楽部競技参加申込み>

~~ ;土開11 公(-j1品川 '1: f.t '4t IIfi 交付 I~I 伯 11

予選のある ゴ Jレ71，品
0289(75) 3824 

2ヶIlliijよリ

日1海市a~ 伎 f'*'Jセンター (l5111FJに締υ'1)

予選のない ゴル 7t.持
0289(75) 3824 

Iliillの111よリ
似濃部I~量技 予約七ンター (定JIにも・'}次第締切)

<土曜 ・日曜・祭日プレーのお申込み組数>

土・11・終日プレーの予約に|則しましては、一回の

'1 l!. 1;1~ てゴづ "1込みできる組数を原J!IJ と してオールメン

バーの場介2結lまで、ビジターl'iJf干の場令 l組まで

に IIJIl I)l~ させていただいておりますのでご了ik くださ

い。なお、土.n.祭 nのプレーは l組(4.7'，)のうち
11乃のメンパ一同伴が必要です。

く土曜・ 日曜・祭日プレーのビジター予約手続き >

・スター卜予約後三H以内に予約令 1.7'，3，000円(ビ

ジター ・フィ内全)を来ぷサービスセンターまたは

コソレフ場フロントにお納め下さい。予約令と引換え

にビジターズ ・カードをお波しします。

・予約取消の場合は必ずプレー十lの 3I:J前までに東

京サービスセンター又はゴルフ坊にご述絡願います。

そのf去のキャンセルの場合は予約金はお返し:1'，来ま

せん。

(…返即断昨i済枇斉批に一 1凶巡H日山l
一ドと引t換奥えにJ点i友z京サ一ピスセン夕一文はコゴ，ルフ場|
にてご返金致します。 I
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昭和56年度 競技規則 鹿沼カントリー倶楽部競技委員会

〈責任・権限〉 〈競技の実施〉

(1) この規則の述用についての一切の事項は競技委員会 (10) いかなる鶴技においても 1組のハンディキャップの

が決定する。 合計は、 96を越えではならない。

(2) 倶楽部公式鶴技はすべてJ.G.A麓技規則および本倶 ただし競技委員会が認めた場合は、この限りではな

楽部が定めた鶴技規則と付則をもって行なう。 L、。

〈競技の成立〉
(11)女子の参加者は赤のティーマークを使用する。

ω ストローク競技においては 18ホールズごとに速や
(3) 磁技は16名以上の参加者がなければ成立しなL、 かに、アテストされたスコアカードを提出せねばな

(ただし競技委貝会が特に認めた場合はこの限リで らない。これを怠れば失格する。

はない。) (13) 27ホールズ以上の競技においては、 18ホールズ終了

〈競技区分・参加資格・入賞資格〉
後、 18ホールズの競技においては、 9ホールズを終

了後、昼食等をとるため、クラブハウスで休憩する

(4) 本倶楽部のハンディキャップを持たない者は鶴技に ことができる。

参加することができない。 (14) アンダーハンディのマッチプレーでは、双方のハン

(5) J GA加盟の他クラブにおいてハンディキャップに ディキャップ珪の4分の 3とし、端数は四捨五入する£

変更のあった者は、速やかにハンディキャップ委員 (15)マッチプレーにおいては、鶴技の日時を、続技日程

会に報告し、新ハンディキャップの決定を受けなけ 表の期日以内に、競技者同士の話合いにより、競技

ればならない。これを怠ったまま競技に参加した者 委員会の承認を得て決めることができる。もし話合

は失格する。 いがつかない場合は、競技委員会が決定する。これ

(6) 競技初参加の者は入賞の資格なきものとする。 に反した者は棄権とみなす。

(7) アンダーハンディキャップの鶴技においては、当該 (16) 競技当日、参加者以外の組はスタートの制限を受け、

麓技の前3ヶ月以内に本倶楽部へスコアカードを提 また、参加者に追いつかれた場合はパスさせねばな

出していない者は、入賞の資格なきものとする。 らない。

(8) ハンディキャップをAクラス(0 -16)、Bクラス(17 (1力競技参加者は、当日、スタート時間20分前までに署

-21)、 Cクラス(22-40)に分け、月例杯など指定さ 名し、スタート時間前にティーグラウンドに到着し

れた競技は、A.B.Cクラス別に実施する。 なければならない。これを怠れば失格する。

ただしハンディキャップ31以上の者は30として参加 (ただし醗技委員会が事由検討の上、特に認めた場

しなければ?ならなL、。 合はこの限りではない。)

(9) 各競技の実施要項は次衰の通りとする。

昭和56年度倶楽部公式鶴技実施要項

鰻銀各 .加資格 クラス区分 観 授 .方 法 使用コース 貧

予 新 年 杯 jE.平a会員とおず A.B.C7ラ刻1I 18H.S.P. (アンダーハンディキャ':1プ} ~tOUT 北IN {各クラス)，.o、2位、 3位、ベストグロス | 

選月 例 杯 lE会員 A.&Cクラス別 18H.S.P. (アシデーハュ，ディキャップ} 別にii!拘る {香クラス}閥、 2位、 S位‘ベストグロス | 
の
な 1ポールダカレス杯 正会員 A.B.C {;-lliJ 1t ボHーDルCP・ダ制ブ限ルス2名で184H8.1SでP}.{アンダーハシディ} IliOUT IIIIN 優勝 S位、 ベストグロス

《

L、
1(8 本H年.度S入.賞P者.la(ア入シ賞ダ資ー綿ハttンLデ・但ィLキ'7ャオッ1)7プ7}イ貨を除。m ラストコール杯 正会員 A.B.C 7ラスglj ~tOUT 北IN {各クラス}僚E車、 2位、 Z位、ベストグロス

抜 本年度入賞者大会 事(，事オ1リフ11ァ月イλ歯冒畢曹除の{品} A.B.C {:-I.il 18H.S.P. (アンダーハンティキャップ) 北OUT北IN {{ネグロ"Jス干のの街銅}】 侵使踏館 S5 位位

正会員

ミミ
0{{{予Z決.R2決回鴎s選戦，}}】} 1SS'BH.s.p. {{{{アンダダダFーーーーハンデデデデ。~ィ4}}} 16名選出 ，.o、準優録、 3位(2名}、メダリスト

理事長杯 18H.M.P. アシ ハン .Q;OU1' .Q;IN 
(HDCP 181"(') 18H.M.P. ア伊 ハン クオリファイ貧(16名}

予
H.M.P. アン ハン

選 グランドセニア選手権 窓{潟60会1&以上員} {{決予 遺腸}} 1188HH.，5S..PP.. {{ススタ9ラ9ッッチチ)} 予16選名Z選E舗出通. 北OUT ~ヒ IN 優ク勝オリファ5イ位貧(16名}

:セニア選手権 正{淘50会2量以よ員} ------ 周 よ IflOUT IfIIN 同 上

る
{予選}218 日H間@.S予ERf，SESaI1H串3a.Vsaaッは.PZト通aの0'BgE・せt22}44ずZ削飽ク草ラττッ治浪チ飾朗{蹴進2出M0{}2H7・"tFYd，，7E，H，-4 イ"F} 

( 1st)僧服

キャプテン杯 正会員 A.B.C {;-!ail .Q;OUT北IN (2nd)優勝 クク66位伎オオリファイ..(24名}
曹邑 {浪鴎}
銭

リファイ賞【24名}

正会員 ミ~Iは{{{予金tB.E2選一決固3瞳島鴨316}}3H31白・6ESHHHP•• MM M{..F停R ス手9争yチ)1副 島司書 16名選出 (1st) 優勝 匁準ダ優優リ勝勝ス 3位位ククオオ【{リリ22名名フフ} 倶楽部選手権 l1 2is岨t依はアZン9ダラーッ，チψデ4 IIiOUT IIIIN (2nd)優路、メ J上3fQ:(2s) ァイ貧(16名】
(HDCP 121で1 ァイ貧 (16名}
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(18) 入賞者が、鶴技委員または倶楽部事務局競技担当者

に断わりなく表彰式に欠席した場合は、失格とする。

(19) 競技委貝会が競技の実施上、差支えがあると認めた

時は、中止、または日時・純白・方法その他の変更

をすることができる。この場合には、そのつど倶楽

部内に掲示する。

側 当日の状況により競技規則を追加または変更した時

は、スタート地点に掲示する。

〈成績同位の場合〉

(2U ストローク・プレーで鶴技者の成績が同位となった
場合。

@ 18ホールズの舵技においては年長者上位とする。
(なお同位の場合は、ハンディキャップの上位と

する。)

⑥ 27ホールズを越える競技(セニア及グランドセニ
アの決勝、キャプテン杯の決勝、倶楽部選手権の

予選)においては、サドンデスの再競技を行ない

決定する。

ω マッチ・プレーで競技者の成績が同位の場合は、エ
キストラ・ホールワンとし、日没の場合は翌々日に

引続き行なう。

(エキストラ・ホールのハンディキャップ・ホール

は前ラウンドと同じとする。

〈競技中断の場合〉

(23) 荒天などのため、競技を中断せざるをえなくなった

場合の規定。

@予選のない競技は、競技不成立とする。

⑥予選のある競技の場合。ストローク・プレーでは、

全員が9H (または18H)を終了していれば、全

員その 9H (または18H)のスコアを有効として

競技成立とする。成績同位の場合は位l)l買に準じる。

@ "?ッチ・プレーの場合は、後日サスペンデット・

ゲームにより決定する。(日時は、両選手と競技)1 委員会にて決定する。)

〈参加申込み・キャンセル〉

ω予選のある鶴技の参加申込みは、ゴルフ場予約セン
ターにて 2ヶ月前から受付付、 15日前に締切る。

スタート時間および組合せは競技委員会にて決定し

参加者に通知する。

予選のない競技の参加申込みは、ゴルフ場予約セン

ターにて、前月の 1日より(例:6月の競技は 5月

1日よリ)受付け、定員に遣し次第、締切る 0

(25)参加申込み後、参加を取消す場合は、速やかに倶楽

部に連絡すること。

競技当日やむをえない理由で参加を取消す場合は、

朝のうちに倶楽部に連絡すること。

連絡な〈欠席した場合は、本年度の競技参加を認め

ないものとする。

側予選のある競技の参加料は1，500円、予選のない蹄技
の参加料は1，000円とする。

〈そ‘の他〉

白骨 その他、問題点の生じた場合は、焼技委員会におい

て審議決定する。

〈競技付則(ローカル・ルール))>

(1) アウト・オプ・パウンズ (0B)は白杭をもって標

示する。

(2) ウォーターハザードは賞杭、並行ウォーターハザー

ドは赤杭をもって標示する。

北1番、北6番、北12番、北16番、南7番

の池は並行ウ才一ターハザードとする。

(3) アンダーリペアは、白線または背杭をもって標示する。

(4) スルーザグリーンにある下記のものは「動かせない

障害物jとする。

ティーグラウンド脇のベンチ、目土箱、散水栓、水

飲み場、ホール標示板、メートル標示杭、コンクリ

ート U字構、ヒューム管、鉄製の弁排水溝、コンク

リート舗装道路、防球ネット、樹木の支持:およぴ支

線。(樹木の添木、保護ネットおよび樹木に付けた

メートル標示板は、樹木の一部とみなす。

(5) スルーザ・グリーンにおいて、球が落下の勢いで地而

に喰い込んだ時は、罰無しに拾い上げて球を拭い、

前位置にできるだけ近〈、ホールに近づかないとこ

ろで1クラブレングス以内にドロップすることがで

きる。

(6) 使用していないグリーンにポールが止まった時、ま

たはスタンスが使用していないグリーンに触れる時

は、ホールに近よらないよう、その最も近い外相U1 

クラブレングス以内にドロップすること。

(7) ストローク・プレーにおいては、ラウンド中、ホー

ルアウトを終えたグリーン上、およびそのグリーン

を目標として練習することを禁止する。

(違反者は失格とする。)

(8) ショートホールにおいて後続組がティーグラウンド

に到着している時は、グリーン上のポールをマーク

して取除き、後続組に打たせること。

(9) プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあ

けないよう注意のこと。なお 2ホール間隔があいた

場合、その組全員に 2前打を加えるものとする。

(審議決定は磁技委員会が行なう。)

(10) ポールを長〈探す場合は、後続組をパスさせ、かっ

探す時間は 5分以内を厳守のこと。

(IU その他のルールはJ.G.A競技規則に基くものとする。

自
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(コ説法主主備】|
本IF-7 JJまでの状況につきましては、 117i腿 ・ベン

ト、(，(，jグリーンの改造、ティーグラウンドのJ副長、

終判iiその他、 (jij1111の会鰍にて詳しくご報告11'-'げま

したが、その後も、鋭立、改jA-税制作業にlfil.主Ilん

でおリます。

コース1Tf1limí も 、 9 ホールごとの分担'~'lfT: f~ílJlI が

確立し、お互いに1))M琢lPiしながら、コースのすみ

ずみにまで11を配れるキメ細かい官:.fll¥休H，IIがととの

いました。

またJlIi也什耳1\日1，を独立させ 、 j斗 I~il 、 j立 1也 、 その他

コースの総イザ((jな夫在JI.li'J上をめざして努力いたして

おります。 561f・仰問lりjけまでには、コース内に{I多理111也

椋示の白線をいっさい引かずにすむような完全な 1~;

Illlをいたしますので、今後も 、会只のfr般にはいっ
そうのご指導 ・ご鞭縫をよろしくお願い1I1_lげます。

(55年8月-10月に完了した主なもの ) 

(1)武余4呑ショートホールの改iliについては、9

月に工・1';完了しました。561]'.4nより新ホール
をご佼 m~、ただく予定です。(表紙写真参JK\)

(ヲ ロン十 ) (パ， 7)

〈新メータリッヂ〉 山 陀 = 115 m 131 m 

ベント=130 m 146 m 

(2)ティーグラウンドの拡政一一一

~t 8、北13(パック)、 I朽 7 、 ~tH7

(3)ティーグラウンドの芝張りかえ一一北 3、北 5

ft17、両cy8 (いずれもパック)

(4) ~t 1需ホール、ティーグラウンド右前のiit池。

(5)線科グリーン(北ベント、南べント)の改造。

(6)南17祷グリーン!処の排水警告側ii。

(7)林 ・ラフの伐採 ・務付ii

(間13番~ iサイドのラフについては十分強備さ

れましたので¥ノーペナルティーとしました)。

(8)グリーンまでの距離際示似(lOOm、150m) を

各所の樹木にとりつけましたので、わかりやす

くなりました。(数字表記)

(9)新しくボール洗い機を 3ホールに 1JI~ ， J)t li't 

しました。

(10) クラブハウス災1I!1) 1;別交わきに池をつくり 、 j立 I~(I

を行ないました。 ('IIu:参!!(¥)

(55年11月現在、 進行中の主なもの ) 

(1)作テ ィーグラウンドの1i宅付ii

(外1)1冷リ附i立の設辺、周1111の'1:.Tiの慾備など)

(2)各所への棋倒のa没ii'l:。

(3)れパンカーおよひA周辺の税制ii

(4)歩後路の野付ii。

できるだけ初紡し 、歩行マットむつけかえ、間

の Hでも!Jよきやすい歩lI:路といたします。
(5)-IU4若干ホールのi特科I(tjに、さっさの品耐え込みで

iKCCJの文字を11ーっています。

会員の皆械に全ホールのメートル標示板(石板)をご寄贈いた

だき、現在、各ティーグラウンドにつけさせていただいており

ます。ご寄贈いただいた方にはJ車〈御礼を申上げます。



(6)コース全般の給水制の務制ii。

これまで水不足のため、とくに芝の1I:.f'I¥が 1・分

であリませんでしたが、11JJより 、コース全般

の給水竹のつけかえなど給水制の:i'ii1"i にとリ

かかりました。 56q，怖ドnあげには今工'J';完了の
予定です。

(受水梢はすでに 300tをmi没し、，il'500 tとる

っています)

( 55年 12月以降予定している主なもの ) 

(1)担|水制の11j.，制強

ili 18-/1干'1'1/¥]，'，'，0:、 l十jl7lfi:kサイ ドパンカ一地点、

ほか。

(2)北16需の改j立工・J';

;{iサイ ドを11:げ、j也を;，:に砂して、花道をつく

るとともに山地をなくします。

北16番(ミドル)改造予定図

(')とWIl旦Lイ"'.<1.:.'1糾u止予定lχ1)

一一件""-N

右サイドを広くし、また、池を左に移設しますので

グリーンへの花道ができます。また、池の移設・拡張

により、フヱアウェイの湿地帯がなくなります。

南 7番(ショート)池の拡張予定図

')ミij!はえlI.イt:I:x1・.o.'.(ij!，ま予定ロ!

----た""-.
N 

回 グ
リ
ー
ン

ノ

日

(3)市 7-/1干 -池を拡張、経科iiし、}免沼ccの私物ホ
ールをI'PJl.いたします。(図参J!(¥)
(4)コース|人jの松の校泣り。

(5)芝の{九七;援のため、コース内のU訟をできるだけ

少なくするよう林の伐採3別~iIを行ないます。

(6)次のホールへの品、径路指示抑止のつけかえ。

(7)~l・ 'I(坊の -ì'fIS拡似工・J';。

【食堂に焼肉コーナーを新設】

クラブ・ハウス 21椛のIH会ぷ主(3-1Jーを)を改
装して、焼|勾コーナーを新設いたすこと になり

ました。

l味{立本場{:l:込みの本初守派。 4人保テープルを

11Q_おきますので、コンペのパーティーにもご

利JIJ~、ただけます。どうぞご期待 くださし、。

(121J 'ド仇jオープン予定)
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山田保太郎氏が連覇競技記録 |

セコンドも小沢氏が2年連続《昭和55年度倶楽部選手権〉

〈昭和55年度倶楽部選手権競技 〉

・ファーストフライトl・セコンドフライト
ぼ勝 111川保太郎 If'必勝小沢市・
ild壷勝焔111 ;韮 Iiy.~勝目.長川新 '(!II

3 f伝 11.主jl1 Jl~' 13 fιρj .+: 手1)

3 位以問先人 I3 f立鈴木 会，.

メダリスト大fょ i下

~~'I'f キャフテンよりカップを':1:ける山 111保太郎氏(.lJ:)と小沢市;氏(イï )
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一録一
一記
一

一技一
一競一

圏 55~手 6 月度 月例杯 (北コース) 圏 55~手 7 月度 市長杯 (ji栢コース) 圏 55~手 8 月 栃木県知事杯

<Aクラス〉 OUT 'N TOTAl HOCP NE T (Aクラス〉 優勝岩元哲郎 46 39 85 21 64 

優勝松原 点徳 41 42 83 16 67 優勝川沼 武二 40 42 82 14 68 2位鈴木敏昭 44 44 88 24 64 

21立 PJ'f木系次 43 39 82 14 68 2位問弁 勝 37 38 75 7 68 3位争'H本高文 44 49 93 29 64 

3位松本長次 37 41 78 10 68 3位臼井庄ー 38 39 77 8 69 B.G 舷井勝一 39 38 77 

B.G 災f色 道次 74 B.G 1主lヂド 勝 37 38 75 

(8クラス〉 (8クラス〉 圃 55~手 9 月度 月例杯 (雨コース)

優勝筒井 大 42 36 78 17 61 優勝小早川房平 3946 85 20 65 (Aクラス〉

2位矢野 勝 41 39 80 18 62 2 f:立小野勝尖 4344 87 19 68 優勝柏崎絵雄 39 40 79 12 67 

3位千葉碍久次 40 41 81 17 64 3 f立宮坂 光恭 44 44 88 19 69 2位駒崎喜良 38 40 78 10 68 

B.G -;;，11: 大 42 36 78 B.G 小早川房平 39 46 85 31立斉藤 実 41 43 84 16 68 

(Cクラス〉 (Cクラス〉 B.G 佐々木喜1~: 73 

{必勝 優勝飯沼 良自11 44 45 89 29 60 (8クラス〉

21立 fa't沢 it(.-.!.-: 43 45 88 25 63 2位上j反千~i: 44 45 89 22 67 優勝金繰峰;t-: 41 47 88 20 68 

31立 佐藤紀ーコミ 42 48 90 26 64 3位向井 りIJ 44 51 95 28 67 2位上坂千春 43 47 90 19 71 

B.G B.G 上坂千作 44 45 89 3位 松下春男 43 47 90 19 71 

B.G 金森峰1!三 88 

圏55年6月度 社長杯 (1，何コース) 1tl55年8月度 社長杯 (誇lコース) (Cクラス〉

優勝中村孝子 41 45 86 21 65 優勝玉井背ti二 40 41 81 14 67 優勝 m!f 1'1'孜 48 41 89 24 65 
2 1立寺方~，':1iti 40 41 81 15 66 2位小太刀一生 4342 85 17 68 2位広谷文章 47 47 94 26 68 

31立問中昭二 42 45 87 20 67 3 f.立松村 博 44 44 88 20 68 3位向ぬ -ij~ 43 47 90 22 68 

B.G 佐々 木将';:;，: 74 B.G i度辺 文夫 39 39 78 B.G I.I.~野 1'1'孜 89 

圏55年7月 福島杯 圃昭和55年度 キャプテン杯 自由 55~手 1 0月度 月例杯 {北コース)

( 1ポールダブルス・市コース) (36H. S. P.スクラッチ、.It) (Aクラス〉

優勝(鈴鈴木木 初列江J39 44 83 20 63 (Aクラス) f変勝 佐々木干下JE 147 優勝 7f木 恕 37 44 81 16 65 

2 f.立北村純一 152 2位臼井庄一 35 41 76 7 69 

立(刊|見HN 本夫正) 
3 11 広凹次iji: 153 31立渡辺栄di 44 42 86 16 70 

4f.立 IF.I.JI 勝 155 B.G 臼:}I:[t- 76 

3位 (fUl二勝一)38 36 74 4 70 5 f立炎f色 i直次 156 (8クラス〉

北村純一 6 f立日下ぷYJ 156 優勝 rz僑信一 48 38 86 20 66 
4位(;州日)41 42 83 13 70 

(8クラス) I1勝柳 i益うた 172 21立菊J也 昌 48 39 87 21 66 

斉藤裕一 2位竹本lI{'，ffl 173 3 f.立寺川 illAi[ 44 43 87 20 67 

立(」11仁2村岡 粁山;)
3 f立野仏十三二 174 B.G "'H 示即IJ 42 43 85 
4I立荻1J;t 1)干!í~ 177 (Cクラス〉

B.G (制勝一)38 36 74 
5 f立斉藤稗失 178 優勝背谷望者 43 50 93 30 63 

北村純一 6 f.立 ILJn 介三 178 2位河村 三日11 47 44 91 25 66 

(Cクラス〉優勝 m代将軍 178 3 f.立代IA !照彦 51 50 101 30 71 
2 f.立4:t，'古 IIsifi 178 B.G 河村 三郎 91 

3位池111 iiii彦 179 

4位 小山h'r次郎 181 

5 f古今JI:禿AIi: 181 

61立広ilit 光雄 182 
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委員

@ 蔵技委員会

1.日時 昭和55年9月3日制午後3時15分より
2.議場 鹿沼cc コンペティション・ルーム
3.出席者 桜井委員長、佐々木副委長、阿部委員、

稲垣委員、大橋委貝、北田委員、北村委

員、坂本委貝、田上委員、富問委貝。

4.議事

(1)昭和55年度倶楽部選手権競技実施要項決定。
(2)競技委員当番の決定(昭和55年内)
(3)競技委員の制相、制服の作製について。

(4)倶楽部競技表彰式場の再検討について。

@ 競技委員会

1.日時 昭和55年10月17日掛午後 3時より
2.議場 鹿沼cc 会議室
3.出席者 桜井委員長、佐々木副委員長、阿部委貝、

飯村委貝、石川委貝、稲垣委員、北田委

員、北村委員、田上委員、富問委員、谷

津委貝。

4.議事
(1)昭和56年度倶楽部磁技日限および実施要項、規

則等決定。

@ ハンディキャップ委員会

1.日時 昭和55年10月19日(日)午後4時より
2.議場 鹿沼cc 会議室
3.出席者 大柿副委員長、青木委員、克也委貝、荻

村委貝、永吉委員、浜野委員、水巻委員、

轟委員、守重委員。

4.議第
(1) J GAハンディキャップの取扱について

昭和56年1月より、倶楽部鶴技においてはJGA

A

令
官 議事録

ハンディキャップの適用をやめ、当倶楽部ハン

ディキヤヴプのみ有効とする。

ただし JGAハンディキャッフ'取得希望者につ

いては、引続きキャディマスター室にて受付け

る。

(2)ハンディキャップ査定の基準について。
次回の委員会にて現行の査定基準を再検討する。

@ グリーン委員会

1.日時 昭和55年10月26日(日)午後4時より

2.議場 鹿沼cc 会議室
3.出席者 期回副委員長、宇賀神委員、斉藤委員、

柴委員、田畑委員、中野委員、山荷委員。

4.議事
(1)グリーン改造報告。

(2)黄金4番ホール改造報告。

(3)ティーグラウンド拡張、改造、等報告。

(4)コース管理部および用地管理部の組織刷新に関

する報告。

(5)昭和56年度コース整備関係予定の報告。

@ プロ・キャディ委員会

1.日時 昭和55年11月2日(日)午後4時より
2.議場 鹿沼cc 会議室
3.出席者 加瀬委貝長、五十嵐副委員長、秋山委員、

大栗委員、志水委員、白土委員、鈴木委

員、中村委員、森木委員。

4.議事
(1)キャディ組合解散の報告。
(2)キャディ教育の現状報告。

(3)キャディの技術・サービスの向上について。

《

〈膨
鹿沼カントリー倶楽部

/ 


